
2023 年度夏期地区交流会報告 
 
今年は、6 月 6 日（火）の東北・関東・甲信越地区交流会を皮切りに、鹿児島、帯広、岐

阜、大阪の順に全国 5 箇所で開催されました。 
地区別交流会の参加者総数は、正会員延べ 138 名、賛助会員延べ 305 名、スタッフその

他も含めて、計 453 名となりました。 
 交流会の開催前に、各地区の総代選出会が行われ、新任も含め総勢 35 名の方が総代に選

出されました。 
開催宣言はいつものように、地区を代表する理事によりなされ、会が始まりました。 
金 信彦協会会長の挨拶では、5 月 18 日の総代会報告や今年度の重要事業に対する協力

要請がありました。次に懇親会場提供の開催店主挨拶がありました。今回初めての開催店と

なる北海道・帯広の平和園や大阪・堺の樽一の社長の挨拶も興味深いものでした。 
 続いて旦専務理事より JY 情勢報告として、JF（一般社団法人日本フードサービス協会）

の会員売上動向報告と米国産牛肉の価格高騰の話、とりわけ焼肉店に必須のタンやハラミ

の価格状況などについても説明がありました。 
次に、「第 3 回の料理コンテスト」のレシピの応募要請が担当理事からありました。 

『焼肉屋で食べたい熱々チゲ対決』と銘打って、11 月に決勝大会が 1 次審査で選ばれた 4
名によって競うことになります。7 月末日が応募の締め切りとなりますのでお早めにお願い

しますとの案内がありました。 
次に、毎年恒例の「全国ヤキニクまつり」について担当理事より、今回からの変更点を中

心に案内がありました。はがきでの応募を止め QR コードを使ったスマホでの応募へとデ

ジタル化することが大きな変更点となっています。 
次に、「焼肉協会の検定試験」の案内が、担当の安藤理事よりありました。これも今回か

ら実施方法が大きく変わります。これまで全国 6 か所の会場から全国 300 か所以上の試験

会場にて受験出来るようになります。CBT（Computer Based Testing）方式によるもので、

受検者が最寄りのコンピューターがある会場で受検します。また申込方法も変更になりま

す。申込開始は 8 月 1 日より協会ホームページより行うことが出来ますが、詳細は協会ホ

ームページで確認してください。 
次に、参加会員より近況報告がありました。総じて売上の回復はあるものの、原材料費や

光熱費等の高騰による収益圧迫や慢性的な人手不足など、喫緊の課題についての話が多く

ありました。 
また、恒例の賛助会員による商品紹介やサービスの案内等が行われました。 
 
皆様、今年度の地区交流会にご参加頂きまして誠にありがとうございました。 


